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Abstract  

The many variants of the story known as Činggis qaGan’s Two Horses are some of the most 

outstanding examples of Mongolian literature. They have been divided into two types of story. In the 

first type, Činggis qaGan’s two horses escape from him but return after several years of living free from 

labor. The second type relates the same base story but also contains an additional part about a boy 

who was a prisoner and had a talent for appraising horses and who ran away from his master to make 

use of his talent but was finally captured and only his horse managed to flee to China. The base of 

each type of story has been treated as being “common”. However, this base should actually be seen as 

being different in the two types. While this difference in the base of the story between the two types 

has sometimes been mentioned, it has never been viewed as a serious difference. This paper clarifies 

the difference clearly through an examination of the 1922 version of Činggis qaGan’s Two Horses 

created using stereotype plates and held by the National Library of Mongolia. 

 

１．はじめに 

『チンギスイ・ハーンの二頭の駿馬』（以下、二頭物語）は多くの研究者を引き付けてやまな

い魅力あるモンゴル文学作品のひとつである。この物語にはモンゴル英雄变事詩や民話などに

散見される、あるいはそれに類似する口頭伝承的特徴が多くみられるものの、すくなくとも学

界において知られるようになった時点においては、当該伝承は純然たる口頭伝承のかたちでは

なく、写本を見ながら語り手が歌う、というような半ば書承、半ば口頭伝承というかたちであ

った1)。变事詩ではなく、当該物語に関連すると考えられている民謡もある。こちらのほうは
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口頭伝承のかたちで広い範囲で流布している。これら民謡には写本伝承におけるようなストー

リー性はみられないのが特徴である。 

ストーリー性のある文字伝承の場合、写本研究が要されることは一目瞭然であり、近年、楊

海英の二頭物語論文「『チンギス・ハーンの二頭の駿馬』について」をはじめ2)､写本の紹介及

び研究はしだいにすすみつつある3)。これらの写本は中国、モンゴル、ロシアに保管されてお

り、とくに中国内蒙古自治区のオルドス地域は、この地域で記述されたと考えられる写本数の

多さから言っても、当該伝承の一大中心地であったことをうかがわせている。ただし、モンゴ

ル国においても写本は少ないながらも存在している4)。 

当該伝承の成立年代は不明である。成立年代を確定する難しさは、ひとつには、当該写本に

おいては史実と認定されている事件に特定できるような直接的な变述は見られないところに存

在している。その点では、モンゴルの他の物語性を持つ口頭伝承と同様である。もうひとつに

は、当該伝承には、従来の研究ですでに知られてきたことであるが、当該写本には2つのタイ

プがあるためである。そのひとつは、チンギス・ハーンの二頭の駿馬がチンギスのもとから逃

走し、再度もどってくるまでの物語だけをもつタイプと、さらに、馬の鑑定ができる少年が捕

虜の身分から脱走して、再度とらえられ、少年の乗った馬だけは漢土に逃れたという新たな物

語が付加されているタイプの 2つである。発見された地域・集団名を指標に、前者を“ハルハ

本”、後者を“オルドス本”と命名している研究者もいるが5)、じつは、両タイプに共通してい

る物語には差異がある6)。この差異についての指摘は既になされてはいるが7)、その差異は、付

加された物語をもつものとそうでないものとの間の差異ほどには認識されてこなかったといえ

る。ところで、本伝承の意図についてもこれまで多くの論考が重ねられてきたが8)、いまだそ

の意図が明らかにされたとは言い難い状況である。 

 

２．本論の目的 

本論は、前述のように、当該伝承の 2つのタイプとして知られる伝承で「共通部分」とみな

されてきた部分に差異があることを明確に指摘しようとするものである。この事実を明確にし

ておくことは、当該伝承の意図及び形成過程を論じるさいに不可欠と考えられるからである。

ところで、楊海英が指摘するように、従来の研究は 1958 年に出版されたモンゴル国のダムデ

ィンスレンによって発表されたMongGul uran jokiyal-un degeji jaGun bilig orusibai（『モンゴル文学

珠玉百編』）に掲載された 2つのタイプに基づいて論じられてきたといえる9)。だが、楊も指摘

するように、ダムディンスレンの 2つのテキストは、両者とも幾つかの写本を比較対照した上

で作成した校勘本である。 

具体的にいえば、ダムディンスレンの 2つのテキストのうち第１テキスト―前述した“ハル

ハ本”とも名付けられている―は、テキスト末尾に付加された説明によると、1916年頃、モン

ゴル国の外務省から鉛版で印刷されたものに基づいて、他の写本 bicimelと合わせ直して出版し

たとある。ここで、鉛版印刷されたものがいかなる写本 bicimel―それがひとつなのか複数なの
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かを含めて―と対校して作成したのかについては記載がなく不明である10)。第 2 テキスト―多

くの研究者が“オルドス本”として扱っているものでダムディンスレンは「オルドスから発見

された手書き写本 Gar bicimel」という説明をタイトルに付している―は、テキスト末尾の説明

によると、二頭のジャガル物語をここに刊行するさいに、エルデニトクトホがオルドス地域か

ら入手してMongGul teUke kele bicig（『モンゴルの歴史・言語』）という雑誌の 1958年の第 5号

に刊行したテキストに主に基づいて、ジャムサリンのチェデン（ジャムツラーノ―筆者注）が

同じくオルドスから入手してレニングラードの図書館に保管されているテキストと合わせて若

干手直しして用意したものであるという11)。このように、多くの研究者が典拠に用いているダ

ムディンスレンの 2つのテキストは両者ともダムディンスレンの考える「理想的テキスト」と

もいうべきものといえる。研究の目的によっては、ダムディンスレンのテキストで充分である

かもしれないが、写本そのものが見られる状況になった現在においては、写本そのものに基づ

く研究が望ましいであろう。 

本論の目的は 2つある。そのひとつは、ダムディンスレンの第１テキストの主に基づいた共

載 12年刊行の鉛版印刷本を紹介し、ローマ字転写・日本語翻訳をおこなうことである12)。すで

にこの鉛版印刷本の手書き写本のローマ字転写と日本語翻訳を前出の楊海英が出しているが、

原本からの作業ではなく、ここで紹介しようとする鉛版印刷本を書き写した写本からの転写と

翻訳であった13)。両者には若干の差異があるが、ここでは指摘していない。また、日本語の翻

訳も楊海英のものとは若干異なっているが、これは筆者が意味を充分に汲み取れない箇所を訳

出せず不明のまま残したためでもある。もうひとつの目的は、「はじめに」で言及したように、

当該伝承には 2つのタイプがあることが認識されてきたが、この両者に共通する物語における

差異はあまり重要視されてこなかったことをかんがみ、この点を改めて強調することである。

とくに、モンゴル国の共載十二年刊行の鉛版印刷本テキストには特徴的なフレーズが存在する

ことをテキスト上で具体的に示すことにより、これがもうひとつのタイプとは決定的に異なる

特徴であることを指摘したい。 

 

３．テキスト 

以下、モンゴル国の共載十二年刊行の鉛版印刷本におけるテウイグル式蒙古文字テキストの

ローマ字転写と日本語訳を示す。転写ではすべて小文字で統一したこと14)、４．の考察で用い

るため、何カ所かに下線部を引いたこと、訳中のコンマは原文の:に、ピリオドは::にそれぞれ

対応していることを断っておく。 

1頁目 

1:ova suvasdi Siri15), erte urida caG-tur sudu boGda cinggis 

オーム、吉祥、幸福（あれかし） 。昔々 偉大なる聖チンギス  

2:qaGan-u ermeg caGaGci gegUn inU ere qoyar jaGal unaG-a tOrUgsen 

ハーンの エルメグ・チャガーグチ馬（長年不妊であった白い牝馬）が牡の二頭のジャガルを
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産んだ 

3:ajiGu,tere on-dur arban gegUn-e telejU arG-a kijU on-dur oruGulba  

のであった。その年には 10頭の牝馬の乳を飲んで何とか一年を乗り越えさせた 

4:gele,ejen-degen daG-a aqu-yin caG-dur unuGulju Uriyen aqui 

という。主人に二歳馬のときに乗ってもらい、三歳馬の 

5:caG-tur quyaGlaju, tere qoyar jaGal-i unuju, altai qan-i 

ときに武具をつけて、その二頭のジャガルに乗って、アルタイ山の 

6:arulan abalaju, kOkUi qan-i kObcilen abalaju, yeke jaGal-yi unuju 

北斜面で狩りをし、フヒー山の木々の生い茂ったところで狩りをして、大ジャガルに乗って 

7:altai qan-i abalan talbiba, arGali uGalja alaju, arG-a Ugei 

アルタイ山で狩りをおこなった。野生の羊や山羊を殺し、 

8:bardaju irekUi-dUr arban tUmen aba-yin kUmUn nigeken-ber ese 

意気揚々とやってくるときに、10万の勢子の、一人として、 

9:Gaiqaba, baG-a jaGal-yi unuju kOkUi qan-i kObcilen talbiju, 

驚かなかった。小ジャガルに乗って、フヒー山の木々の生い茂ったところで（馬を）放し 

2頁目 

1:kUilen kOke cinu-a-yi kidun alaba, ebesUn-U orui-bar OrbeljegUlUn  

灰青色の狼を皆殺しにした。草の先端がさがさと動いて 

2:irekUi-dUr kedUn tUmen aba-yin kUmUn nigeken-ber ese Gayiqaba, 

くるときに、数万の勢子の、一人として、驚かなかった。 

3:kentei qan-i kerUn abalan kedUn tUmen amitan-i gUicejU yabuqui-dur ken cU 

ヘンティ山をあちらこちらと狩りをして数万の獣を追跡するときに、誰も 

4:kUmUn kereglen ese Gayiqaba, onun qatun-u oi tala-yi abalaju 

(言葉を)惜しんで驚かなった。オノン河、ハトン河の森林地帯や平野部で狩りをし、 

5:olan amitan-i gUicejU oyir-a qola bUgUde-dUr adali bolbacu  

多くの獣を追跡して、遠近すべてにおいて同じなのに 

6:olan bUgUde ese Gayiqaba. 

人々はみな驚かなかった。 

7:tere degere uyaraqu sedgel tOrUjU, daG-a caG-tur minu dabtaGsan 

そのことに悲しみの心が生まれ、二歳馬のときに鍛えることになり、 

8:bolji Uriyen caG-tur minu erUgsen boluji, kijalang caG-tur  

三歳のときに（狩り等に参加するために）居並ぶようになり、四歳のときに 

9:minu kinaGsan bolji, soyulang caG-tur minu soriGsan bolji, 

（良馬と）見定められることになり、五歳のときに（それが本当かどうか）試されるようにな

った、 
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3頁目 

1:kemen baG-a jaGal anu yeke jaGal-daGan kelebe, a abaGai minu,  

と、小ジャガルが大ジャガルに言った。「ああ、アバガイ（年上の人に呼びかける言葉）よ、 

2:yabuy-a, altai qan-i abalaqui-dur arban tUmen ulus ese medebe,   

行きましょう。アルタイ山で狩りをするときに十万の人々は何も知らなかった。 

3:ai qayiran duran minu, kOkUi qan-i abalaqui-dur kUi olan ulus 

ああ、報われない願いよ、フヒー山で狩りをするときに群れなす多くの人々は 

4: ese maGtaba, kObcin qayiran sanaGan minu, kentei qan-i abalaqui-dur 

まったく誉めなかった。私の（誉められたいという）思いは何とことごとく報われないことか、

ヘンティ山で狩りをするときに 

5:kedUn tUmen ulus ese medegsen qayiran duran minu,ene bUgUde-yi 

数万の人々は何も知らなかった。私の（知ってほしいという）願いは何と報われないことか、

この我々のすべてを  

6:mani UlU medekU yaGun bolba, a abaGai minu yerU yabuy-a, 

全く知らないとはどうなっているのか。ああ、アバガイよ、いっそここから離れましょう。 

7:man-u oduGsan-u qoyin-a qan ejen minu nigen qoyar duradbasu 

我々が出て行った後で、王たる主君が一言二言何か（我々の失踪について）ものを言うならば、 

8:ner-e-yin aldar bisi buyu, a abaGai mini, altai gegci  

名誉なことではないのか、ああ、アバガイよ。アルタイという 

9:Gajar-a agi SabaG ebesU-tei genem, ayalan kUrcU amurcu kebtey-e, 

土地には色々なヨモギが生えていると言います。（そこまで）旅をして休息して横になりましょ

う。 

4頁目 

1:abaGai minu,kOkUi qan gegci Gajar-a gUbeg?16) SabaG ebesUn-tei 

アバガイよ、フヒー山という土地には色々なヨモギの草があると 

2:genem, kOgUrUm cOgerem naGur-tai genem bile, kOdelUn kUrcU kOlberecU 

言います。大小の湖沼があると言います。そこまで行って寝転んで 

3: bariju17) kebtey-e, abaGai minu bUri yabuy-a, kentei qan gegci 

休息しましょう。アバガイよ、ここから離れましょう。ヘンティ山という 

4:Gajar-a gem Ugei tarGu-tai genem, kei qui bolun kUrcU keceyilen?18)  

土地には悪くない肥沃な土地があると言います。竜巻となってそこに行き 

5:kebtey-e, abaGai minu Udter yabuy-a, onun qatun gegci  

横になりましょう。アバガイよ。すぐにここから離れましょう。オノン河、ハタン河という 

6:Gajar-a urtu sayiqan usu-tai genem bile, oi tala olan genem, 

ところには、長々と続く素晴らしい水があると言います。森や平原がたくさんあると言います。 
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7:Udelen kUrcU umtuG-a?19) Ugei kebtey-e, abaGai minu bUri  

半日で着いて横になりましょう。アバガイよ。 

8:yabuy-a, a abaGai minu, aq-a metU sanaGci alcul boru ni 

ここから離れましょう。アバガイよ。兄のように思っているのはアルチョル・ボロ（馬の名前） 

9:bui-j-a, kObegUn metU sanaGci kOgsin sirG-a ni bui-j-a, kUcin 

であるよ。息子のように思っているのは彼の老いたシャルガ馬であるよ。力まかせに  

5頁目 

1:sirUgUn aGasilaGci ci bida qoyar bui-j-a, qatun-iyan metU sanaGci 

荒々しく好き勝手にするのは、お前と私の二頭であるよ、彼が自分の妃のように思っているの

は 

2:ni qara qula ni bui-j-a, qari dayisun metU sanaGci abaGai ci 

ハラ・ホラ（馬）であるよ、外敵のように思っているのはアバガイ、お前と 

3:bida qoyar ni bui-j-a, bUri yabuy-a, kUiten edUr barin kOndelen  

私の二頭であるよ、ここから離れましょう。寒い日に捕まえて口のなかに横に 

4:kOke temUr OmkUgUlUn kUrjen-tU20) toqum-i kOlUsU-tei talbin kUyiten  

青鉄を咥えさせて鞍敷を汗がついたまま載せて、冷たい 

5:temUr UmkUjU yakiju ay-a, abaGai bUri yabuy-a, qalaGun edUr 

鉄を咥えてひどい目にあった。アバガイ、ここから離れましょう。暑い日に 

6:barin qatatala uyan, qalaGun naran-dur Saran, qayir sirui OmkUgUlUn,  

捕まえて干からびるほど繋いで、暑い太陽で焼かれ、小石や砂を口に含ませて 

7:yakiju ay-a, abaGai bUri yabuy-a, baG-a jaGal anu yeke jaGal- 

ひどい目にあった。アバガイ、ここから離れましょう。小ジャガルは大ジャガル 

8:daGan Gajar Gajarlay-a gejU kelebe. 

に、他所の地に行きましょう、と言った。 

9:abai boru duGurum minu yaGu genem ci, ejin gejU ejen-dUr adali 

アバイ、褐色の若駿馬よ、何を言うのか、お前は。主人と言って、（今の）主人と同じような 

6頁目 

1:ejen oldaqu buyu, eke gejU ermeg caGaGci ejei-dUr adali 

主人が見つかるだろうか。母と言って、エルメグ・チャガーグチ母と同じ 

2:eke oldaqu buyu, yerU er-e kUmUn bayarlaqu gejU manglai UlU  

母は見つかるだろうか。そもそも、男というのは喜んでも、額が 

3:qaGaraqu gele, aGta morin tarGulaju arasun UlU qaGaraqu gele, 

割れることはない。駿馬は肥っても、皮がひび割れることはない。 

4:abai boru duGurum minu yaGu genem ci,  

アバイ、褐色の若駿馬よ、何を言うのだ、お前は。 
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5:a abaGai minu, sayin kUmUn-dUr nOkUr olan bisiU, sayin morin-dur 

ああ、アバガイよ、良い人間には仲間がたくさんいるではないか。良い馬には 

6:ejen olan bisiU, OnUr kUmUn-dUr nOkUr olan bisiU, OnUcin 

主人がたくさんいるではないか。大家族のいる人には友人がたくさんいるではないか。孤児の 

7:kUmUn-dUr noyan olan bisiU, sanaG-a-tu kUmUn-dUr sejig olan bisiU,  

人には領主がたくさんいるではないか。あれこれ考える人には疑いが多いではないか。 

8:sayin morin-dur Gajar oyir-a bisiU, abaGai minu yabuy-a, abai 

良い馬には土地が近いではないか。アバガイよ、ここから離れましょう。アバイ、 

9:boru duGurum minu, ey-e-tei kUmUn-dUr nOkUr olan gele, eyilUgsen21) 

褐色の若駿馬よ、愛想のいい人には友人がたくさんいると言います。逃げる 

7頁目 

1:morin-dur urG-a olan gele, ey-e Ugei kUmUn-dUr nOkUr Osten olan gele,  

馬には馬取棹が多いと言います。気難しい人には敵が多いと言います。 

2:ecegsen morin-dur tasiGur olan gele, kUmUn-i gejU kObcin bUgUdeger 

痩せた馬には鞭が多いと言います。よそ者を（追い立てるのだ）、と言ってみなで 

3:Uldem-j-e dayisun-i gejU dayaGar Uldem-je-e, jerlig gejU 

追い立てるでしょうよ。敵を（追い立てるのだ）、と言って、くまなく追い立てるでしょうよ。

野生（の馬）だ、と言って、 

4:jebe-yin UjUgUr-e unaGanam-j-a, abai boru duGurum minu yaGu  

矢じりの先端で倒させるであろうよ。アバイ、褐色の若駿馬よ、何を 

5:genem ci, qadan-u ebesU qaGda idey-e, butan-u ebesU boGtai  

言うのだ、お前は。岩のところの枯れ草を食もう。茂みの草を羊や山羊と 

6:idey-e Osgen tOrUgUlegsen Ole buGurul aqai yuGan yaGakiju martay-a 

食もう。産み育ててくれた灰青色のアハイをどうやって忘れようと 

7:genem ci, ergUn tOrUgsen ermeg caGaGci ejei yuGan yaGukiji  

言うのか、お前は。産み育ててくれたエルメグ・チャガーグチ母をどうやって 

8: martay-a genem ci, arban qoyar sara niruGu-ban ciletele ergUgsen,  

忘れようと言うのか、お前は。十二ヶ月のあいだ背中がこるまで世話をした 

9:anggir Sar-a uGuraG-iyan kOkUgUlUgsen, acitu caGan sUn-iyen kOkUgUlUgsen 

野鴨色の黄色い初乳を吸わせてくれた、恩ある白乳を吸わせてくれた、 

8頁目 

1:amaraG eke yUgen yaGakiju martay-a genem ci, ebei boru duGurum 

愛する母をどうやって忘れようと言うのだ、お前は。ああ、褐色の若駿馬 

2:minu yaGu genem ci, omuG-iyan daruG-a edUi-dUr aGusgin-iyan 

よ、何を言うのだ、お前は。不遜な気持ちを抑えなさい。もう胸を 
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3:cerdege22) edUi yaGakinam bolbau ci minu, qayirlan qataGalaGsan qan ejen minu, 

張りなさい。今さらどうしようと言うのだ、お前は。慈しんで鍛えてくれたハンたる主人、 

4:qanilan OsUgsen qayiran qani olan ede bUgUde-yi yaGakin orkin Gajarlay-a, 

一緒に育った愛しい多くの友人たちすべてをどうやって捨てて他所の地へ行こうと 

5:genem ci, Od Ugei Osgen quriyabasu tusa Ugei gele, 

言うのか、お前は。よからぬ方に考えて役には立たないと言う。 

6:bayiG-a kemen kelebe. 

やめなさい、と言った。 

7:sayin kUmUn-dUr nOkUr olan gele, sayin morin-dur Gajar oyir-a gele, 

良い人間には友人が多いと言います。良い馬には土地が近いと言います。 

8:bUri yabuy-a gejU baG-a jaGal GaGcaGar yabusu kemen sanaju yeke 

行きましょう、と小ジャガルはひとりで行こうと思って、大 

9:jaGal-iyan orkiju Gurban cabciGur-un jUg-tUr yabuba, aq-a minu 

ジャガルを捨ててゴルワン・チャブチョールの方角に行った。兄は 

9頁目 

1:nekekU bolbau kemen sanaju tUrgen jaGur-a-ban altan uliyasun-u segUder-tUr 

後を追いかけてくるかなあと思って途中の金色のポプラの木陰で 

2:kUliyejU bayin atala, dOrben jUg-tUr inU dOrben Ongge-yin 

待っていると、四方に四色の 

3:sibaGun nigen egesig-iyer dongGudba, baG-a jaGal cikin-iyen 

鳥がひとつの音色でさえずった。小ジャガルは自分の耳を 

4:sartayiju segUl-iyen ergUjU cangnan bayiba, altan GurGuldai sibaGun 

そばだてて、自分の尻尾を上に上げて耳をすませていた。金色の雉鳥が 

5:altan uliyasun-u deger-e saGun jirgebe, aq-a degUU qoyar jaGal salun 

金色のポプラのうえにとまってさえずった。兄弟二頭のジャガルが別れて 

6:Gajarlaba gejU jirgebe, dakin ayalGulan jirgebe, kOkUge neretU 

他所の地に行ったとさえずった。もういちどメロディーをつけてさえずった。郭公という名前

の 

7:sibaGun dongGudba, kOgerUkei baG-a jaGal urban Gajarlaba gejU jirgebe, 

鳥がさえずった。可愛そうな小ジャガルが裏切って他所の地に行ったとさえずった。 

8:boGSorG-a subaGun23) bosun jirgebe, boGda ejen-U qayiran qoyar jaGal salun 

雀鳥が起き上がってさえずった。聖主の惜しい二頭のジャガルが別れて 

9:Gajarlaba gejU jirgebe, qayirGun-a sibaGun qadan-u deger-e saGun 

他所の地に行ったとさえずった。ハイルゴナ鳥が岩の上にとまって 

10頁目 
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1:jirgebe, qan ejen-U qayiran qoyar jaGal qaGacan Gajarlaba gejU 

さえずった。ハンたる主人の惜しい二頭のジャガルが別れて他所の地に行ったと  

2:jirgebe, tere dOrben Ongge-yin sibaGun-u daGun-i sonusuGad  

さえずった。その四色の鳥の声をきいて、 

3:baG-a jaGal tesUl Ugei yabuba, tUrgen tUrgen yabuqui-dur 

小ジャガルは我慢できずにそこから離れた。さっささっさと出ていくときに 

4:tUnggerceg-Un cinegen cilaGun kOdelgejU, arGar arGar yabuqui-dur 

陰嚢で作った袋ほどの石を蹴飛ばし、ゆっくりゆっくり歩いていくとき、 

5:ayaG-a-yin cinegen cilaGun kOdelgejU, Gurban cabciGur-i jorisu, 

お椀ほどの石を蹴飛ばし、ゴルワン・チャブチョールを目指そう、 

6:abaGai minu nekekU bolbau kemen sanaju kOke OndUr-Un ObUr-tUr 

アバガイよ、後から追いかけてくるかなあと思い、フフ・ウンドゥルの南で 

7:ebesU tatalaju bayiba. 

草を食んでいた。 

8:yeke jaGal anu OrlUge naran-dur nekejU Ud-Un naran-dur qamar- 

大ジャガルは、朝、太陽が出るころ出発し、昼の太陽となるころ、鼻を 

9:iyan qabciju24) qara kOlUsUn-iyen asqaraju ami-ban temecejU gUyicejU 

つまらせ、黒い汗を流し、息を切らして、追いついて 

11頁目 

1:irebe, a boru duGurum minu, kUmun gejU kObcin UldejU, 

きた。ああ、褐色の若駿馬よ、（人々は）他人（の馬）だ、と言って、あらゆるところを追い立

て、 

2:dayin gejU dayaGar kOgekUi, jerlig gejU jebe-yin UjUgUr-e unaGaqu  

戦いだ、と言って、四方八方を追いかけて、野生（の馬）だ、と言って、武器の先端で倒させ

る 

3:bui-j-a gejU yeke jaGal anu baG-a-daGan kelebe. 

ことになるでしょう、と大ジャガルは小（ジャガル）に言った。 

4:qoyar jaGal-un oduGsan-u qoyin-a, nigen sOni sudu boGda ejen 

二頭のジャガルの出て行った後、ある夜、偉大なる聖主は 

5:jegUdUn jegUdUlebe, erketU tngri ecige-ece jayaG-a-tai ermeg 

夢を見た。全能なる天の父より運命づけられたエルメグ・ 

6:caGaGci gegUn-ece tOrUgsen er-e qoyar jaGal minu eyilUn Gajarlaba 

チャガーグチ牝馬から産まれた牡の二頭のわしのジャガルが連れ立って他所の地に行った、 

7:genem be, boGda erketU tngri-ece jayaG-a-tai buyan-tu caGaGci-a 

というのか。聖なる全能の天より運命づけられた徳あるチャガーグチ 
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8:gegUn-ece tOrUgsen baGuralta Ugei qayiran qoyar jaGal minu 

牝馬から産まれた何ら非のない惜しいわしの二頭のジャガルよ、 

9:buruGulan Gajarlaba genem, qan erketU tngri-ece jayaG-a-tai qas 

逃げて他所の地に行ったという。ハンたる全能の天より運命づけられた玉のごとき 

12頁目 

1:caGaGci gegUn-ece tOrUgsen qayiran qoyar jaGal minu Garun 

チャガーグチ牝馬から産まれた惜しいわしの二頭のジャガルが出て行って 

2:Gajarlaba genem be, qajaGar-iyan egUldUrejU25) yabuGan yabunam gejU jegUdUlebe 

他所の地に行ったのか。（わしが）馬ろくを…して歩いているという夢を見た、 

3:bi ene jegUdUn minu Unen buyu, qudal buyu gejU sibegcin-e 

わしは。この夢は真なのか嘘偽りなのか、と小間使いに 

4:jarliG bolba, aduGun-dur oruju Uje qudal bolbasu daGun Ugei 

言った。馬群に入って確かめよ、嘘偽りならば何も言わずに 

5:ir-e, Unen bolbasu dOrben qari yisUn Ongge-yin ulus-i minu  

戻ってこい、真ならば、わしのドゥルブン・ハリ部隊［直訳で“四夷の敵”］、わしのユスン・

ウング［直訳で“九色の人々”］部隊を 

6:erte cuGlaGulju ire kemen jarliG bolba, boGul becin aduGun-dur 

早急に招集して来い、と命じた。家臣のベチンは馬群に 

7:orubasu Ole buGurul ajarG-a anu OrbUljin sOrbUljin eyin teyin 

入って確かめると、ウル・ボーラル種馬がすこし動いてキョロキョロと 

8:qaraju ungGulduju bayiqu aji, ermeg caGaGci gegUn eke inU 

あたりを眺めていなないている、エルメグ・チャガーグチ牝馬母が 

9:eyin teyin qaraju nidUn-ece nilbusun GarGaju bayiqu-yi Ujebe, 

キョロキョロとあたりを眺めて眼から涙を流しているのを見た。 

13頁目 

1:boGul becin yaGaraju dOrben qari yisUn Ongge-yin ulus-iyan manaGar 

家臣のベチンは急いで、ドゥルブン・ハリ部隊、ユスン・ウング部隊を早朝に 

2:erte cuGlaGulju irebe, sudu boGda alcul boru morin-iyan unuju,  

招集してきた。偉大なる聖（主）はアルチョル・ボル馬に乗って、 

3:altan quGur abcu, jel caGan nomuban dUrUjU, arGasun 

黄金のホール（弦楽器）を携えて、ゼル（馬つなぎの紐）のような白い弓に矢をつがえて、ア

ルガサン・ 

4:quGurrci26)-yin kOtUci kijU27), alcin28) qarcaGai yuGan bariju eke-degen 

ホールチ（人名）をお供につれて、…鷹を捕まえて、その母のところに 

5:ergikU bolbau kemen sanaju ermeg caGaGci gegUn-i kOtUlebe, tedUi 
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もどってくるのではないかと思って、エルメグ・チャガーグチ牝馬を連れてきた。すると 

6:morilan yabuqui-daGan qaGan noyan sudu boGda jarliG bolba, kOkUi 

騎乗して出発するさいに、ハーン・ノヨンたる偉大なる聖（主）が命じた。フヒー 

7:qan-u ObUr-iyer cubuG-a, altai qan-i aru-bar abalay-a, odu-yin 

山の南を連なって行け、アルタイ山の北で狩りをしよう、今いる 

8:kUmUn urid yabu takilcuur-un kUmUn29) tasural Ugei yabu, tere qoyar 

人は前を進むように、左右の人々は途切れることなく進むように、あの二頭の 

9:jaGal-i minu ken gUicegsen kUmUn bUU qarbu, bariju Uje, 

わしのジャガルを何人が追いついたとしても決して弓で射らないように、捕獲してみるように、 

14頁目 

1:bariGsan kUmUn-dUr dOrben qosiGu mal-iyan tegsiken qubiyaqu 

捕獲した者には四種の家畜を同じ数だけ分けるぞ、 

2:bi kemen jarliG bolba. 

わしは、と言った。 

3:tedUi qoyar jaGal qoyidu nekegsen aba-yin baraG-a-yi qaraju Ujeged, 

それから、二頭のジャガルは後方に追跡してくる勢子の姿を見てとり、 

4:yeke jaGal anu baG-a jaGal-daGan kelebe, duGurum minu, bi ese 

大ジャガルは小（ジャガル）に言った。若駿馬よ、私は 

5:kelebeU, kUmUn-i gejU kObcin UldekU bui-j-a, jerlig gejU  jebe-yin 

言わなかったか。よそ者だ、と言って、あらゆるところを追い立てることになるぞと。野生だ、

と言って、武器の 

6:UjUgUr-e unaGaqu bui-j-a gejU ese kelelU bi, ene bisiU gebe, 

先端で倒させることになるぞ、と言ったではないか、私は。このとおりではないか、と言った。 

7:baG-a jaGal anu kelebe, a abaGai minu, er-e kUmUn kelegsen  

小ジャガルは言った。ああ、アバガイよ、男は自分の言った言葉を 

8:Uge-degen kUrkU bisiU, aGta morin joriGsan Gajar-taGan kUrkU  

実行するものではないか、駿馬は目指した土地に達する 

9:bisiU, yabuy-a, yaGakiGsan em-e metU oqurqan sanaG-a-tai bile ci, 

ものではないか、行きましょう、なんと女のように考えが浅いのだ、お前は、 

15頁目 

1:mani gUicekU morin-ece bolqu, baraGan-i mani qaraqu buyu gebe,    

我々に追いつける馬どころか、我々の姿を垣間見ることができるのか、と言った。 

2:altai qan-i aru oruqui-dur argali uGulja-yi alaGulun baGuy-a, 

アルタイ山に入るときに、野生の羊や山羊を殺して宿営しましょう、 

3:kOkUi qan-i Oberlen yabuqui-dur kOke alaG buGu-yi giskilen 
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フヒー山の南を行く時に、青斑の鹿を踏みつけて 

4: Garuy-a,tOb-Un kUmUn-dUr toGusun-iyan Ujegdey-e, bUri Gurban    

進みましょう、中央の人には砂埃を見せてやりましょう、ゴルワン・ 

5: cabciGur-i joriy-a gebe,yeke jaGal jirUken-iyen kOdelbe, baG-a 

チャブチョールを目指しましょう、と言った。大ジャガルは心を動かせた、小 

6:jaGal SoGsin kOdelbe, baG-a jaGal yeke jaGal-daGan kelebe, abaGai 

ジャガルはだく足で動いた。小ジャガルは大ジャガルに言った。アバガイよ、 

7:minu, aq-a metU sanaGci alcul boru morin yaGakinam bolba gejU 

兄のように思っているアルチョル・ボル馬はどうするだろう、と 

8:kelebe, tedUi degere bariGsan Ugei30), Gurban cabciGur Gajar-i   

言った。すると…をつかまずに、ゴルワン・チャブチョールという土地を 

9:jorin gUibe, yeke jaGal anu qoyar sanaGan-i sanaju, qayiran 

目指して疾駆した。大ジャガルは二つの思いを抱いて、惜しい 

16頁目 

1:qan ejen minu, qayiran qan caGaqcin eke minu,gejU nidUn-ece 

ハンたる我が主人よ、惜しいハンたるチャガーグチ母よ、と眼から 

2:nilbusun GarGaju, OrU elige-ben OmUrcU, ebUdUg-iyen 

涙を流して、みぞおちと肝臓を引き裂き、膝を 

3:sOgUdcU yabuba. 

ついてから立ち去った。 

4:sudu boGda ejen inU kOke OndUr degere Garcu baraGan-i inU  

偉大なる聖主はフフ・ウンドゥルの上に登って、その後ろ姿を 

5:qaraju sinalun uyarabai, bolduG-un boru toluGai-dur Garcu qaGan 

眺めて物思いに沈んだ。ボルドギーン・ボル丘に登って、ハーンたる 

6:ejen anu qayilaba, er-e-yin sayin-iyar ejen ese boluluG-a bi, 

主人は泣いた。男の中の男だということで主人になったわけではない、わしは。 

7:erketU tngri ecige-yin jayaGan-iyar ejen boluluG-a bi, ermeg 

全能の天なる父の運命で主君となったのだ、わしは。エルメグ 

8:caGaGcin gegUn-ece tOrUgsen qayiran er-e qoyar jaGal minu eyilUn 

チャガーグチ牝馬から産まれた惜しい牡のわしの二頭のジャガルが連れ立って 

9:Gajarlabau ci, ebei minu, emegel-iyen bariju yaGakin qariy-a, 

他所の土地に行った。ああ、鞍（だけ）をもってどうやって帰ろう。 

17頁目 

1:ergijU irekU bolbau ci, ebei minu, buliyan abcu ejen ese 

お前は戻ってくるだろうか、ああ、奪い取って主君に 
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2:boluluG-a bi, boGda tngri ecige-yin jayaGan-iyar ejen boluluG-a bi, 

なったわけではないのだ、わしは。聖なる天の父の運命で主君となったのだ、わしは。 

3:buyan-tu caGaGcin gegUn-ece tOrUgsen qayiran er-e qoyar jaGal minu, 

徳あるチャガーグチ牝馬から産まれた惜しい牡のわしの二頭のジャガルよ、 

4:buruGulan Gajarlabau ci, ebei minu, qayiralan abcu ejen ese 

逃げて他所の土地に行ってしまった、お前は。ああ、（天が）好きで主君に 

5:boluluG-a bi, qaGan tngri ecige-yin qayir-a-bar ejen boluluG-a bi, 

なったわけではない、わしは。ハーンたる天の父の愛で主君となったのだ、わしは。 

6:qas caGaGcin gegUn-ece tOrUgsen qayiran qoyar jaGal minu qaGacan 

玉の如きチャガーグチ牝馬から産まれた惜しいわしの二頭のジャガルが、別れて 

7:Gajarlabau ci, ebei minu, qariju irekU bolbau ci, ebei minu, 

他所の地に行ったのか、お前は、ああ、戻ってくるだろうか、お前は、ああ、 

8:ucir-tai yeke urulduGan bolqu-du yaGun-iyan qaGsaGay-a, ucir-tu  

訳ありの大規模な競争が起こるとき、どの馬を訓練しよう、訳ありの 

9:yeke aba-ban bolqu-du yaGun-iyan unuy-a, qayiran qoyar jaGal minu,  

大巻狩となるとき、どの馬に乗ろう、惜しい二頭のわしのジャガルよ、 

18頁目 

1:qari olan dayisun bolqu-du yaGun-iyan quyaGlay-a, qayiran qoyar 

他所に多くの敵ができるとき、どの馬に武具をつけようか、惜しい二頭の 

2:jaGal minu, kemeged tedUi sudu boGda ejen ordu qarsi-dur-iyan 

わしのジャガルよ、と言って、その後、偉大なる聖主は宮殿に 

3:qariju irebe. 

帰ってきた。 

4:qoyar jaGal Gurban cabciGur-tur jorin kUrcU dOrben on nutuGlaba, 

二頭のジャガルはゴルワン・チャブチョールを目指して着いて、四年そこで過ごした。 

5:baG-a jaGal anu arasu-ban ijartala tarGulba, yeke jaGal anu 

小ジャガルはその皮がひび割れるほど太った。大ジャガルは、 

6:jun jusaGsan morin metU qatayirtuGad, ebUl bolqui-dur qacar-tur inU 

夏を過ごした馬のように痩せこけて、冬になると、頬には 

7:ayaG-a-yin cinegen mOsUn kOrUbe, oi GasiGun-dur uyaraqu 

お椀ほどの氷が張った。悲しみにくれる 

8:sedgil-i inU medeged baG-a jaGal anu asaGuba, a abaGai minu, 

心を知って、小ジャガルが尋ねた。ああ、我がアバガイよ、 

9:ebesUn-i ereU-ber idedeg atala, usun-i uruGul-iyar   

（同じように）草を顎で食んでいるのに、水を唇で 
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19頁目 

1:uuGun atala, abaGai arasu-tai sirbUsU-tei qataqu cinu 

（同じように）飲んでいるのに、アバガイは皮と筋となって干からびているのは 

2:yaGun bui kemen asaGuba, yeke jaGal kelebe, abai boru 

どういうことですか、と尋ねた。大ジャガルは言った。アバイ、褐色の 

3:duGurum minu, yaGun gejU UlU medenem ci, qayiralan Osgegsen 

若駿馬よ、なぜお前はわからないのだ、慈しんで育ててくれた 

4: qan ejen-iyen,qanilan uciraGsan qayiran nOkUd-iyen, qayiran 

ハンたる主人を、仲良く過ごした愛しい仲間たちを、慈しんで 

5:tOrUgsen eke yUgen sanaqula, qayirtu Gajardur turGuban, qomuGultu 

産んだ母を、思い出せば、愛する土地にひずめを、馬糞のある 

6:Gajar-dur ereU-ben kUrgejU yadaba, OsUn tOrUgsen eke yUgen 

土地に顎をつけることもしかねた。育ててくれた母を 

7:sanaqula, ebesUn-dUr ereU-ben, usun-a uruGul-iyan kUrgejU 

思い出すと、草に顎を、水に唇をつける 

8:yadaba, abai boru duGurum minu, yaGakiju UlU medenem ci, 

こともしかねた。アバイ、褐色の若駿馬よ、なぜわからないのだ、お前は、 

9:abai minu gebe, tere caG-tur baG-a jaGal anu jOb qaraju 

我がアバイよ、と言った。その時に、小ジャガルは右を向いて 

20頁目 

1:iniyen buruGu qaraju uyilan yeke jaGal-daGan kelebe, a abaGai minu, 

微笑み、左を向いて泣いて、大ジャガルに言った。ああ、我がアバガイよ、 

2:arasu sirbUsU-tei cinu qataGan alaju arasun-i cinu emUsmU bi,  

皮と筋だけになって痩せこけて、殺してお前の皮を着ようか、私は、 

3:miqan-i cinu idemU, acitu abaGai minu odu qariy-a kemen 

お前の肉を食べようか、恩ある我がアバガイよ、さあ戻ろう、と 

4:kelebe, yeke jaGal Gurba dakin silgeged nigen qoyar ebesUn tatalan 

言った。大ジャガルは三度身震いをして、一、二本、草を食んで 

5:bayiba, jirUken-iyen yeke jaGal kOdelbe, baG-a jaGal kOdelbe, 

いた。大ジャガルは心を動かせた。（それをみた）小ジャガルも（心を）動かせた。 

6:Gurban sarayin Gajar Gurban Gurba qonuG-dur kUrUy-e gebe, tere 

三か月の行程を三日で行こう、と言った。その 

7:qoyar jaGal-un kUrcU irekU-yin sOni dUli-dUr sudu boGda ejen inU 

二頭のジャガルが戻ってきた夜、偉大なる聖主は 

8:nigen jegUdUn jegUdUlebe, erketU tngri ecige-ece jayaG-a-tai, 
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夢をみた。全能の天の父に運命づけられた 

9:ermeg caGaGcin gegUn-ece tOrUgsen er-e qoyar jaGal minu eyilUn 

エルメグ・チャガーグチ牝馬から産まれた牡のわしの二頭のジャガルが連れ立って 

21頁目 

1:Gajarlaju bile, ergijU irekU bolbau, emegel-iyen toquju bayinam gejU 

他所の地に行ってしまった。戻ってくるだろうか。その鞍をつけているという 

2:jegUdUlebe bi gebe, ene jegUdUn minu Unen buyu qudal buyu, boGul becin-i 

夢を見た、わしは、と言った。わしの夢が真か嘘偽りか、隷臣ベチンに 

3:aduGun-dur oruju Uje gejU, qaGan ejen sudu boGda-yin 

馬群のなかに入って確かめよ、と言った。ハーンたる主君、偉大なる聖君の 

4:jarliG-iyar aduGun-dur orubasu qoyar jaGal qariju iregsen 

命で馬群に入ると、二頭のジャガルが帰ってきて 

5:ajiGu, Ole buGurul ajarG-a anu UUrsen bayiju, egUride 

いる。灰青色の種馬が懐かしそうな声を出してないており、永久に 

6:qaGacaba gejU bile bi, edUge edUr irebeU ta kemen bayarlan bayiju 

離れ離れになったと思ったぞ、わしは。ようやくこの日が来た、と喜んで 

7:ebsiyen bayiba, ermeg caGaGcin gegUn eke inU qoyar nidUn-ece 

あくびをしていた。エルメグ・チャガーグチン牝母が両目から 

8:nilbusun GarGaju uyilan bayarlaju bayiqu-yi Ujebe, er-e qoyar 

涙を流して泣いて喜んでいるのを見て、牡の二頭の 

9:jaGal anu eke yUgen ende tende-ece inU qaraju bayiqu-yi Ujebe, 

ジャガルが母親をあちらこちらから見ているのを確かめた。 

22頁目 

1:boGul becin Ujeged qoyar jaGal-i barin gebe, qoyar jaGal ese 

隷臣ベチンは（そのように）見てとった後、二頭のジャガルを捕まえようとしたが、二頭は 

2:bariGdaba,qoyar jaGal irejU Ole buGurul ajarG-a-tai abcu 

捕まらなかった。二頭のジャガルはやってきて、灰青色の種馬も連れて 

3:irebe gejU qaGan ejen sudu boGda-dur ayiladqaba,sudu 

来た、と言って、ハーンたる主君、偉大なる聖（主）に申し上げた。偉大なる 

4:boGda qaGan ejen inU nigen qancui-ban tUrgen emUsUn Garba, 

聖主、ハーンたる主君は、一方の袖に手を通しながら出てきた。 

5:a qoyar jaGal minu, mendU buyu ta gebe, baG-a jaGal anu 

ああ、二頭のジャガルよ。元気でいるか、あなたは、と言った。小ジャガルは 

6:on tusum-a-yin tedUi Gajar-a bayiju kelebe, Gurban cabciGur  

弓を射て届く距離のところにいて答えた。ゴルワン・チャブチョールを 
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7:joriGsan qoyin-a qoyar jaGal-dur yaGu bui, Gucin tUmen ulus-i 

目指したあと、二頭のジャガルに何がありましょう。三十万の人々を 

8:ejelen saGuGsan qaGan ejen minu qarin mendU buyu ta, altai qan-i 

支配しているハーンたる主君よ、むしろあなたの方こそお元気ですか。アルタイ山を 

9:joriGsan aliy-a maGu qoyar jaGal-dur yaGu bile, arban tUmen 

目指した悪戯な二頭のジャガルに何がありましょう。十万の 

23頁目 

1:ulus-i ejelen saGuGsan qaGan ejen minu qarin mendU buyu ci, 

人々を支配しているハーンたる主君よ、あなたの方こそお元気ですか。 

2:kOkUi qan-i jariGsan kOgerken aGali-tu qoyar jaGal-dur yaGu bile,  

フヒー山を目指した悪戯な二頭のジャガルに何がありましょう。 

3:kUi olan ulus-i ejelen saGuGsan qaGan ejen minu qarin mendU  

群れなす人々を支配しているハーンたる主君よ、あなたこそお元気 

4:buyu ci gebe, sudu boGda jarliG bolju, a qoyar jaGal minu  

ですか、と言った。偉大なる聖主が（こう）答えた。ああ、わしの二頭のジャガルよ、 

5:ta yaGun-u tula yambar ucir-tai Gajarlaba ta gejU asaGuba, yeke 

あなたは何のため、どのような理由で他所に行ったのか、あなたは、と尋ねた。大 

6:jaGal daGun ese Garba, baG-a anu sudu boGda ejen-dUr- 

ジャガルは声が出なかった。小（ジャガル）は偉大なる聖主に 

7: iyen kelebe, a qaGan ejen minu,qoyar jaGal-i qayiralaqu 

言った。ああ、ハーンたる主君よ、二頭のジャガルを大切にして  

8:bolusai daG-a caG-tur minu dabtaqu bile ta, Uriy-e caG-tu minu 

くださいますように。二歳馬のときに鍛えるものです、あなたは。三歳のときに 

9:erin sanaqu bile ta, kijalang caG-tur minu kinan unuqu bile ta, 

探し求めるものです、あなたは。四歳のときに（良馬と）見定め乗るものです。 

24頁目 

1:soyulang caG-tur minu sorin unuqu bile ta, altai qan-i 

五歳のときに（それが本当かどうか）試すものです。アルタイ山で 

2:abalaqui caG-tur arGali uGulja-yi guicen alaba, arban tUmen   

狩りをするときに野生の山羊に追いついて殺した（のに）、十万の 

3:aba-yin kUmUn UlU medebe, kOkUi qan-i kObcilen abalaqui caG-tu 

勢子は何も知らなかった。フヒー山の木々の生い茂るところで狩りをしたときに 

4:kUilen kOke cinu-a-yi gUicin alaba, kedUn tUmen kUmUn cinu UlU 

灰青色の狼に追いついて殺した（のに）、数万の人々は何も 

5:medebe, kentei qan-i kerUn abalaqui caG-tur kedUn tUmen kUmUn 
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知らなかった。ヘンティ山で狩りをするときに数万の人は 

6:cinu ese maGtaba, onun qatun-u oi tala-yi abalaqui-dur 

全く誉めなかった。オノン河、ハトン河の森林や平原で狩りをするときには 

7:oyir-a qola adali bolbacu olan tUmen cinu ese maGtaba, teyimU-yin 

遠くも近くも同じようにしているのに、何万人もの人がまったく誉めなかった。そのような 

8:tulada Gajarlaba bida, ayimaG sibaGun31) dongGudula, kUmUn-i kObegUn 

わけで、他所の地へ行きました、我々は。群がる鳥がさえずりました。人の子は 

9:Gajar-taGan saGuba, kUlUg-Un kObegUn Gajar-iyan sanaba, qaGan 

産まれた場所に住むものだ、駿馬の息子は故郷を思うものだ（と）。ハーン 

25頁目 

1:ejen sudu boGda minu gebe, tengkekUi-dUr yeke jaGal kelebe, 

 たる主君、偉大なる聖主よ、と言った。そのときに大ジャガルが言った。 

2:boru duGurum bayiG-a gebe, qaGan ejen minu namayi unu gebe, 

褐色の若駿馬よ、やめなさい、と言った。ハーンたる主君よ、私に乗りなさい、と言った。 

3:tere Uge-yi jObsiyejU baG-a jaGal anu naiman jil qurlaba, naiman jil 

その言葉を是として、小ジャガルは八年間休ませた。八年間 

4:qaGsaGaba, namur-un terigUn saradu aba-dur morday-a gejU, aba 

訓練をさせた。秋の最初の月に、狩りに出発しよう、と言って、勢子 

5:mordan altai qan-i arulan abalaba,arban tUmen kUmUn maGtan Gayiqaba, 

も出発して、アルタイ山の北の斜面で狩りをした。十万の人が誉めて驚いた。 

6:kOkUi qan-i kObcilen abalaba kedUn olan amitan-i gUicin alaba, kelekUi  

フヒー山の木々の生い茂るところで狩りをした。数多くの獣に追いつき殺した、という（とき

に） 

7:aba-yin kUmUn Gayiqan maGtaba,kentei qan-i kerun abalaba, kedUn olan 

狩りの人々は驚き誉めた。ヘンティ山のあちらこちらで狩りをした。数多くの 

8:amitan-i gUicen alaba, kelekUi aba-yin kUmUn Gayiqan maGtaba,  

獣に追いつき殺した、という（ときに）勢子の人々は驚き誉めた。 

9:onun qatun mOren-U oi tala-yi abalaba, olan tUmen amitan-i 

オノン河、ハトン河の森林や平原で狩りをした。何万という獣を 

26頁目 

1:kidun alaba, kemjiy-e Ugei Gayiqan maGtaba, qoyar jaGad jil32) 

殺し尽くした。限りなく驚き誉めた。・・・・・ 

2:sanaG-a sedgil inU amurqan jirGaba. 

心は穏やかになった。 

3:sudu boGda cinggis qaGan baG-a jaGal-dur gkib tataju seterlebe, 
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偉大なる聖主、チンギス・ハーンは小ジャガルに絹布を結わえて聖別した 

4:gele, gkib tataqu-yin yosun baG-a jaGal-ece bolba gele, ejen 

という。絹布を結わえる儀礼は小ジャガルから始まったという。主人たる 

5:boGda cinggis qaGan-u er-e qoyar jaGal-un tuGuji tegUsbe.,. 

聖チンギス・ハーンの牡の二頭のジャガルの物語は終わった。 

27頁目 

1:mongGul ulus-un sudur bicig-Un kUriyeleng-ece 

モンゴル国の史籍研究所から  

2:olan-a ergUgdegsen-U arban qoyar on-dur, 

共戴十二年に 

3:            Un-e 20 mOnggU, 定価 20ムング 

4: nige mingGan tabun jaGun qubi-yi keblegUlUn GarGabai. 

一千五百部を印刷出版した。 

5:neyislel kUriyen-deki orus mongGul-un keblel-un Gajar-a darumallabai. 

首都フレーにおけるロシア・モンゴル出版社から印刷された。 

 

４．考察 

考察の手始めとして、出奔した二頭の駿馬がチンギスのもとに戻ってきたさいに、３．で紹

介したテキストにおいては、チンギスは二頭の駿馬に「どのような理由で他所に行ったのか」

（23頁目 5行目）と尋ねるのに対して、楊海英の紹介したオルドス地方の 2つの写本OO本と

QB本ではそのような質問はなく、「誰が乗ったのか」と訊いていることに注目しておきたい33)。

とはいえ、一見、この質問の意図には大差がないように思われるかもしれない。なぜなら、前

者においては馬がチンギス以外の誰の支配下に入ったのかという、最終的に馬への支配を問題

にしていると理解しうるし、後者においても、「誰が馬に乗ったか」というのは、その馬への支

配をやはり問題にしていると解釈しうるからである。 

しかし、問いかけそのものに大差はなくても、この問いかけへの馬の応答がOO本やQB本

とは異なっていることは注目に値するように思われる。むろん、本テキストでも、乗り方自体

に対する不満も同頁の 23頁目 7行目から 24頁目の 1行目まで出現しているのであるが、それ

以上に注意を引くのが、24頁目の 1行目から始まる、以前の狩りにおける二頭の駿馬に対する

評価の低さについての二頭の発する不満の言葉である。一方、チンギスへの応答に対しては、

OO 本と QB 本と大差はなく34)、乗り方や評価についての不満ではなく、チンギスのもとを去

ってから誰も彼らに乗った者はないことをチンギスに説明するものとなっている。 

このような観点で、再度、本テキストを観察すると、二頭の駿馬の活躍を ese Gayiqaba(驚か

なかった)や ese maGtaba（賞めなかった）という表現が頻出している点を指摘しておきたい。こ

のような表現の類似表現としては、 UlU medekU（知らない）や UlU medebe（知らなかった）が
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あり、テキストにおいて下線を引いた箇所はすべてそれらに該当する。具体的に頻出する度合

いを記せば、多いものから、ese Gayiqaba(驚かなかった)は計 4回（1頁目 8-9行目、2頁目 2行

目、同頁 4行目、同頁 6行目）、ese maGtaba（賞めなかった）は計 3回（3頁目 4行目、24頁目

6行目、同頁 7行目）、UlU medebe（知らなかった）は計 2回（24頁目 3行目、同頁 4-5行目）、

ese medebe（知らなかった）は計 1回（3頁目 2行目）、UlU medekU（知らない）は計 1回（3頁

目 6行目）、ese medegsen（知らなかった）は計 1回（3頁目 5行目）となる。 

一方、チンギスが二頭の馬を八年間休ませた後で行った狩りにおいて二頭が人々に賞賛され

たことは、結末部の变述で示されている。すなわち、25 頁目 4 行目から 26 頁目 1 行目までの

あいだに、Gayiqan maGtaba（驚いて賞めた）が 3回（25頁目 7行目、同頁 8行目、26頁目 1行

目）、maGtan Gayiqaba（賞めて驚いた）が 1回（25頁目 5行目）それぞれ現れている。否定形で

あれ肯定形であれ、これらの表現は二頭の駿馬についての“評価”をめぐるものである点で共

通している。 

これに対して、OO 本や QB 本では、出奔前の二頭の駿馬の会話に着目すると、チンギスへ

の不満は、“乗り方”にあり、“評価”とは無関係であることは明らかである35)。ここで、“乗り

方”というのは、馬への“敬意”を問題としていると言い換えてもいいであろう。つまり、本

テキストにおいては“評価”も“敬意”も問題としているのであるが、“評価”のほうは、オル

ドス地方で発見されたOO本やQB本には見られない趣向なのである36)。 

３．で紹介したテキストにおいて見られる“評価”と“敬意”のうちどちらを重く受け取る

べきかについては、それ自体においてよりも、OO 本や QB 本といったオルドスの写本との対

比においてみなければならないように思われる。この点からみて、やはり３．のテキストは、

“評価”のほうの存在を重視する必要がある。すなわち、“共通部分における差異”とは、二頭

の馬に対する“評価”の有無にあるといえる。 

 

５．おわりに―結論に代えて― 

「はじめに」でも述べたように、従来の研究ですでに知られてきたことであるが、当該写本

には 2つのタイプがあり、そのひとつは、チンギス・ハーンの二頭の駿馬がチンギスのもとか

ら逃走し、再度もどってくるまでの物語だけをもつタイプと、さらに、馬の鑑定ができる少年

が捕虜の身分から脱走して、再度とらえられ、少年の乗った馬だけは漢土に逃れたという新た

な物語が付加されているタイプの 2 つである。前者を“ハルハ本”、後者を“オルドス本”と

命名している研究者もいるが、じつは、両タイプに共通している物語には差異がある。この差

異について指摘は既になされてはいるが、その差異は、付加された物語をもつものとそうでな

いものとの間の差異ほどには認識されてこなかったといえる。本考察はこの盲点をつき、両タ

イプに共通している物語の差異を再認識させるものである。 

具体的な手続きとしては、ダムディンスレンの第１テキストの主な典拠となった共載十二年

刊行の鉛版印刷本をローマ字転写および日本語翻訳を示した上で、当該テキストにおいては、
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ダムディンスレンの第 2 テキストに近いQB 本、あるいは第 2 テキストとは異なる系統の写本

に基づいたと考えられるOO本との対比においては見られない、ese Gayiqaba（驚かなかった）

や ese maGtaba（賞めなかった）など、二頭の馬に対する“評価”に関わる表現が頻出している

点を指摘した。当該テキストには、OO本やQB本においても見られる“乗り方”すなわち“敬

意”を問題にする变述は見られるものの、OO 本や QB 本において明らかに欠如している“評

価”の問題こそ、当該テキストの大きな特徴であると論じた。 

従来、2つのタイプの“共通する部分における差異”が軽視されてきた背景には、“敬意”に

ついては両タイプに共通して見られるものであったからであろうと推測される。しかし、本論

で具体的に確認できるように、“評価”の問題が当該テキストに明確に刻印されているのである。

このことは、物語の变述者のスタンスあるいは作品の意図と深く関連していることが予想され

る。それゆえ、この問題については改めて論じることにしたい。 

 

注釈 
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